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資料２ 

「青森県立高等学校将来構想について（答申）」の概要 ～ 青森県の未来を担う子どもたちが 

夢や志の実現に向けて成長できる高等学校教育のために ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①グローバル化・情報化による社会の急速な変化 
 ・生涯にわたって学び続け、知識や情報を活用しながら「答えのない課題」

に、主体的・協働的に取り組み課題を解決できる人財が求められている。 
 （国の制度改正→学習指導要領等の改善・大学入学者選抜制度の改革 等） 
②生徒の多様化（高校進学率99.0%、大学進学率44.0%） 

③生徒数の減少（中学校卒業(予定)者数の推移） 

＜背景(P2)＞ 

生きる力 

夢や志を持ち、より高い目標に向かって

果敢にチャレンジする「逞しい心」 

学校から社会への円滑な移行に必要な力 

郷土に誇りを抱き青森県の未来を力強く

支えようとする心 

確かな学力 

豊かな心 

健やかな体 

本県が重視する力 

＜これからの時代に求められる力(P3)＞

① 地域を支える人財 
  全ての生徒に共通して求められる市民性を身に付け、地

域における課題の解決に関わるなど、地域を支える人財 

② 社会を牽引する人財 
  問題解決のための強い意欲や能力等を身に付け、将来、

青森県はもとより、国内外でリーダーとして活躍する人財 

③ 産業の発展に貢献する人財 
  技術革新の進展等に対応した、より専門的な知識・技能

を身に付け、それらを活用し、産業の発展に貢献する人財 

＜各学校の特色を生かして育成すべき人財(P4)＞

１ 全日制課程(P5) 
 (1)普通科等 
 ◇各高校が連携し、大学進学や就職への

対応等、幅広い教育を提供 

 ◇グローバル教育や理数教育等に重点的

に取り組む学校の設置や各高校の特色

化の推進 

 (2)職業教育を主とする専門学科 
 ◇基礎的・基本的な知識・技能、職業の

多様化に対応できる資質・能力の育成 

 ◇各専門分野における幅広い学習内容を

提供する学校の設置や各高校が連携す

る体制の整備 

 (3)総合学科 
 ◇多様な進路志望に対応できる教育課程

の編成や主体的な学習の充実 

 ◇生徒のニーズを踏まえた系列の見直し 

２ 定時制課程・通信制課程(P11) 
 ◇様々な事情を抱える生徒に高校教育を

受ける機会を提供 

 ［定時制］スクールソーシャルワーカー

等専門スタッフの配置の充実 

 ［通信制］後期入学制度の導入 

 ◇現状の６地区への配置の考え方を基本

に充実 

３ 多様な教育制度(P11) 
 ［全日制普通科単位制］導入校における

充実を図るとともに、進路志望等の達
成に向け、新たな導入について検討 

 ［中高一貫教育］ 

 ・連携型…今後の在り方について検討 
 ・併設型…新たな設置については、地区

の中学校の生徒数等を考慮し判断 
 ［総合選択制］各学科の専門性を生かし

た幅広い教育活動のさらなる充実 

第１ 県立高等学校将来構想の検討に当たって(P2) 

第２ 学校・学科の在り方(P5) 第３ 学校規模・配置(P14) 

１ 学校規模・配置の検討に当たって考慮すべき観点(P14) ２ 学校規模の方向性(P16) ３ 学校配置の方向性(P18) 

計画的な学校配置 

◇必要に応じて地域の意

見を伺う機会を設定 

◇統合校の名称等を検討

する開設準備委員会

（仮称）を設置 

 通学環境に配慮して配 

 置する高校への対応 
◇入学者数が極めて少ない

状況となった場合には、
高校教育として求められ
る質の確保に支障が生じ
る懸念があることから、 

 募集停止等に関する具

体的な基準をあらかじ

め示し、関係市町村等

の理解を得ながら対応 

◇募集停止等の場合は、

通学支援について検討 

 

第４ 各地区の学校配置等に関する基本的な方向性(P20) 
 

第５ 魅力ある高等学校づくりに向けて(P27) 

１ 学校・家庭・地域等との連携の推進(P27) 

◇高校間の連携   ◇小学校や中学校との連携  ◇特別支援学校との連携 
◇大学等との連携  ◇家庭・地域等との連携 

２ 教育活動の充実に向けた取組(P29) 

◇各学校の魅力化と情報発信    ◇教員の資質向上と教職員定数等の見直し 
◇ICTの活用による教育活動の充実 ◇施設・設備の充実 ◇全国からの生徒募集 

３ 本県高等学校教育の充実に向けた継続的な検証(P30) 

【学校規模の標準】 
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１０年間で約３，１００人の減少

次 期 計 画

＜全日制課程＞ 

「オール青森」の視点による検討(P4） 
一つの学校､一つの地域という視点だけではなく､学校と学校､学校と産業界､家庭､地域等が連携し､県全体が一丸となって高校教育を推進 

(1)高校教育を受ける機会の確保 

 ①各地区における中学生の 

  進路の選択肢の確保 

大学等への進学や就職 

等より幅広い進路選択 

に対応する高校 

職 業 教 育 の 中 心  

と な る 高 校  

選抜性の高い大学への 

進学に対応する高校 

(2)充実した教育環境の整備 
【
基
本
と
な
る
学
校
】

○進路志望達成に必要な教科・科目の開設 

○特別活動の充実・部活動の選択肢の確保 

○確かな学力、逞しい心、学校から社会への円滑 

 な移行に必要な力の育成 

【
重
点
校
】

講習会･講演会･擬似手術

体験セミナー等への参加 

指導法等に関する教員

の連絡会議への参加 

・医師、弁護士等の高度な国家資格の取得に向けた志の育成 
・青森、日本、世界の将来を担うリーダーの育成     等 

【
拠
点
校
】

②通学環境への配慮 
◇地理的な要因から高校に通学

することが困難な地域が新た
に生じないよう配慮 

（通学環境に配慮した対応） 
◇学校規模の標準を満たさない高校

でも、他の高校へ通学することが
困難な場合は配置に配慮 

①基本となる学校 

  1 学年当たり 4 学級以上 

 

 

②普通科等の重点校 

  1 学年当たり 6 学級以上 

 

 

③職業教育を主とする専門

学科の拠点校 

  一つの専門学科で 

  1 学年当たり 4 学級以上 

＜新たな取組＞ 

 東青(P20) 西北(P21) 中南(P22) 上北(P23) 下北(P24) 三八(P25) 
学級数増減見込※1 △13～△15学級 △8～△10学級 △9～△11学級 △10～△12学級 △3～△5学級 △6～△8学級 
H 3 9 学級数見込 39～41学級 17～19学級 33～35学級 31～33学級 12～14学級 36～38学級 
重 点 校 設置 設置※２ 設置 設置 設置※２ 設置 
拠 点 校 設置(工業･商業) 設置(農業) 設置(工業) 設置(農業) － 設置(工業) 
そ の 他 総合学科は、既設の４地区での配置を継続。複数学科を有する高校は、新たな設置について検討。 
※1 平成２９年度と平成３９年度の学級数の見込みを比較。 
※2 西北地区及び下北地区の重点校は６学級未満の規模であっても柔軟に対応。併せて単位制の導入を検討。 

＜全日制課程＞ 

(イメージ) 

(イメージ)

生徒による合同研究、教員研修等で連携

(人)



　県教育委員会では、平成２６年６月、｢青森県立高等学校将来構想検討会議｣（議長：香取　薫

青森公立大学学長）に対して、社会の変化や生徒の急激な減少に対応し、夢や志の実現に向けた

知・徳・体を育むための県立高等学校の在り方について諮問しました。本検討会議では、約１年

半にわたり審議を重ね、去る平成２８年１月２５日、「青森県立高等学校将来構想について（答

申）」が県教育長へ提出されました。

　今後、県教育委員会では、この答申を踏まえ、平成３０年度以降の県立高等学校に関する計画

を策定することとしています。

　つきましては、より良い計画を策定するため、この答申について広く県民の皆様から御意見を

募集するとともに、直接各地区で御説明し、御意見をいただく地区懇談会を開催します。

１　意見募集の実施について
１月２６日（火）から２月２４日（水）までの期間において、「答申」に対する御意見を募集

しています。提出方法は、郵便、ＦＡＸまたは電子メールとします。

　詳細は、県教育委員会ホームページ（http://www.pref.aomori.lg.jp/bunka/education/

shouraikousoutoushiniken.html）を御覧ください。

２　地区懇談会の開催について
　以下の日時及び会場により、地区懇談会を開催します。これから高等学校へ進学する小学生・

中学生の保護者の方をはじめ、多くの県民の皆様から御意見をいただきたいと考えております。

事前の申し込みは不要ですので是非お近くの会場へお越しください。

　詳細は、県教育委員会ホームページ（http://www.pref.aomori.lg.jp/bunka/education/

toushintikukondankai.html）を御覧ください。

　

【問い合わせ先】
青森県教育庁高等学校教育改革推進室
　電話　017-734-9866　　ＦＡＸ　017-734-8267　　Mail　E-KAIKAKU@pref.aomori.lg.jp

（定員を超えた場合、御参加いただけないこともございますので御了承ください。）

2月12日(金) 18:30～20:00
青森県武道館　会議室 （収容人数：150人）

住所：弘前市豊田2-3 電話：0172-26-2200

2月15日(月) 18:30～20:00
八戸市総合福祉会館　多目的ホール （収容人数：301人）

住所：八戸市根城8-8-155 電話：0178-47-1651

2月19日(金) 18:30～20:00
（収容人数：312人）

住所：青森市荒川藤戸119-7 電話：017-739-1251

電話：0175-33-8191

2月 8日(月) 18:30～20:00
十和田市東公民館　ホール （収容人数：200人）

住所：十和田市三本木字里ノ沢1-240 電話：0176-24-9000

青森県総合社会教育センター　大研修室

2月10日(水) 18:30～20:00
むつ来さまい館　イベントホールＢ （収容人数：161人）

住所：むつ市田名部町10-1

2月17日(水) 18:30～20:00
五所川原市中央公民館　大ホール

住所：五所川原市一ツ谷504-1

（収容人数：360人）
　

電話：0173－35-6056

資料３

日　　時

青 森 県 立 高 等 学 校 将 来 構 想 に つ い て
（ 答 申 ） に 関 す る 意 見 募 集 ・
地 区 懇 談 会 開 催 の お 知 ら せ

会　　場

青森県立高等学校将来構想検討会議 検索 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPeCR2zLFVYlYAhQqU3uV7/SIG=12am6tljs/EXP=1437801974/**http:/jnyear.net/wp-content/uploads/2015/04/click.jpg

	20160203195002.pdf
	01_答申(最終)
	02_答申概要
	03_懇談会日程

